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し
た
せ
い
で
も
あ
る
。

届
い
た
召
集
令
状

そ
の
こ
ろ
突
然
、
私
に
「
〇
月
〇
日
ま
で
に
、
サ
ン
ノ
ゼ
の

陸
軍
歩
兵
部
隊
に
入
隊
せ
よ
」
の
令
状
が
届
い
た
。
永
住
権
の

申
請
を
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
だ
っ
た
の
だ
が
、
急
ぎ
、
申
請

を
取
り
下
げ
て
し
ま
っ
た
。
学
費
が
安
く
済
む
と
い
う
、
至
っ

て
安
易
な
理
由
で
書
類
を
提
出
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
私
は
、

他
国
の
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
は
真
っ
平
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
米
国
各
地
で
は
、
昼
間
の
町
中
を
、
ラ
イ
ト
を
つ

け
た
ま
ま
ゆ
っ
く
り
と
走
る
星
条
旗
に
包
ま
れ
た
柩
車
を
見
送

る
こ
と
が
珍
し
く
な
く
、
私
は
米
国
人
の
友
人
の
葬
儀
に
出
席

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
夕
日
が
沈
む
こ
ろ
棺
が
広
い
芝
生
墓
地

の
地
中
に
収
め
ら
れ
た
後
、
別
れ
を
告
げ
る
兵
士
の
吹
く
ラ
ッ

パ
の
悲
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
今
な
お
忘
れ
な
い
で
い
る
。
こ
の

頃
か
ら
、
か
つ
て
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
、
英
国
首
相
ウ
ィ
ン

ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
が
や
っ
て
み
せ
た
Ｖ
サ
イ
ン
に
対
し
て
、

掌
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
ピ
ー
ス
・
サ
イ
ン
が
世
界
に
流
行
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
発
信
源
は
米
国
で
あ
っ
た
。

「
戦
争
に
勝
者
も
敗
者
も
な
い
。
直
ち
に
戦
争
を
止
め
て
平
和

年
（
一
九
四
一
）
七
月
末
、
今
度
は
日
本
海
軍
が
サ
イ
ゴ
ン
（
現

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
）
に
陸
戦
隊
を
送
り
込
ん
で
、「
南
部
仏
印
進
駐
」

と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
難
航
す
る
日
米
交
渉
に
決
定
的
決
裂
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
航
続
距
離
三
千
キ
ロ
を
誇
る
ゼ
ロ

戦
が
、
南
部
仏
印
に
配
備
さ
れ
る
と
米
国
統
治
下
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
蘭
印
（
現
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
が
制
空
権
内
に
入
り
、
危
機
に

晒
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
石
油
の
欲
し
い
日
本
は
む
ろ
ん
、
蘭

印
の
油
田
地
帯
を
制
圧
す
る
の
が
狙
い
で
あ
っ
た
。

天
然
資
源
の
豊
富
な
マ
レ
ー
、
軍
事
要
塞
化
し
て
い
た
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
を
支
配
す
る
英
国
も
、
脅
威
は
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
で
日
米
開
戦
と
な
っ
た
の
は
歴
史
が
示
す
通
り
だ
が
、

本
稿
で
は
も
っ
と
時
代
は
遡
る
こ
と
に
な
る
。
戦
国
時
代
末
期

か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
、
日
本
人
が
東
南
ア
ジ
ア
に
拓
い
た
三

大
日
本
人
町
は
ル
ソ
ン
の
マ
ニ
ラ
、
タ
イ
・
ア
ユ
タ
ヤ
、
そ
し

て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
ホ
イ
ア
ン
で
あ
る
。
だ
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
、

私
に
は
今
ま
で
の
南
洋
諸
国
に
は
な
い
、
重
い
課
題
を
負
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
一
九
六
五
年
か
ら
十
年
間
つ
づ
い
た
、

あ
の
忌
ま
わ
し
い
戦
争
の
地
と
重
な
る
か
ら
で
あ
る
。

折
し
も
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
米

国
で
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
私
に
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
は

対
岸
の
火
で
は
な
く
、
自
身
の
運
命
に
か
か
わ
る
事
態
を
経
験

領
イ
ン
ド
シ
ナ
）
と
し
て
扱
う
場
合
が
多
い
。
十
九
世
紀
半
ば
、

フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
ダ
ナ
ン
砲
撃
か
ら
は
じ
ま
り
、
以
後
植
民
地

化
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

一
方
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
、
日
本
が
太
平
洋
戦
争
に
突
入
す
る
直

接
の
切
っ
掛
け
に
な
っ
た
国
で
も
あ
っ
た
。
昭
和
十
五
年
（
一

九
四
〇
）
九
月
、
日
本
陸
軍
は
シ
ナ
事
変
解
決
の
た
め
に
北
部

仏
印
進
駐
を
強
行
し
た
。
ハ
ノ
イ
を
中
継
点
に
し
て
欧
米
の
戦

略
物
資
が
隣
国
中
国
に
流
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
曰
く
「
援

蔣
ル
ー
ト
遮
断
の
た
め
、
ハ
ノ
イ
・
ル
ー
ト
の
封
鎖
」。
こ
の

強
硬
策
は
、
四
日
前
に
締
結
さ
れ
た
日
独
伊
三
国
同
盟
の
威
力

が
背
景
に
あ
る
。
当
時
フ
ラ
ン
ス
は
ド
イ
ツ
の
占
領
下
に
あ
り
、

「
ガ
ラ
空
き
に
な
っ
た
仏
印
」「
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
な
」
が
日

本
の
戦
争
指
導
者
の
合
言
葉
に
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
昭
和
十
六

安あ
ん
南な
ん
と
呼
ば
れ
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

歴
史
紀
行
「
戦
前
・
南
洋
の
日
本
人
町
を
訪
ね
る
」
は
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
じ
ま
り
、
マ
レ
ー
半
島
、
ペ
ナ
ン
島
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
、
ダ
バ

オ
、
そ
し
て
タ
イ
の
ア
ユ

タ
ヤ
ま
で
き
た
が
、
今
回

は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
ホ
イ
ア

ン
に
な
っ
た
。
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
は
戦
前
の
日
本
で
は
安

南
と
呼
ん
で
い
た
が
、
日

本
近
代
史
で
は
仏
印
（
仏
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